
　
関
西
電
力
は
、米
国
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
開
発
・
運
用
事
業
者
と
ハ
イ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー（
以
下
、Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
）事
業
を
行
う
新
会
社
を
設
立
す
る
と
発
表
し
た
。デ

ジ
タ
ル
社
会
の
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
は
注
目
を
集
め
て
い
る
。Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ

の
役
割
や
期
待
、そ
し
て
Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
事
業
に
挑
む
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
の
姿
を
紹
介
す
る
。
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新
た
な
中
核
事
業
の
創
出
へ

Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
と
は
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データセンター種別／規模 実施主体

関西電力
サイラスワン株式会社

概要

■データセンターの種類と実施主体

■新会社設立 調印式の様子

※1　1件当たりの事業規模は、具体的な定義がないため、イメージ
※2　IX（インターネットエクスチェンジ）：インターネットトラフィックの交換を可能とする相互接続ポイント

■日本国内におけるデータセンター事業の展望 ※外部調査データ等を踏まえた、関西電力調べ。

■2社の強みと役割分担

経
営
企
画
室

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
室
長

浜
田 

誠
一
郎
さ
ん

　
成
長
市
場
で
強
み
を
補
完
し

合
え
る
座
組
を
作
る
こ
と
が
で

き
、こ
れ
ま
で
中
心
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た
Ｐ
Ｔ
お

よ
び
国
際
事
業
本
部
の
方
々
に

感
謝
し
ま
す
。足
元
で
は
第
１

号
案
件
の
建
設
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、様
々
な
困

難
に
直
面
す
る
で
し
ょ
う
。そ

の
困
難
を
乗
り
越
え
、Ｈ
Ｓ
Ｄ

Ｃ
事
業
を
新
た
な
収
益
の
柱
に

成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
、関
西

電
力
グ
ル
ー
プ
各
社
・
各
所
の

強
み
を
結
集
す
る
こ
と
で
、競

合
に
打
ち
勝
ち
、顧
客
に
選
ば

れ
る
競
争
力
を
構
築
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。引
き
続
き
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
応
援
を
、

是
非
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

用
の
サ
ー
バ
や
デ
ー
タ
通
信
装
置
等
を
設

置
し
運
用
す
る
施
設
だ
。関
西
電
力
グ
ル
ー

プ
と
し
て
は
、既
に
オ
プ
テ
ー
ジ
が
一
般
企

業
や
官
公
庁
等
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
、い
わ
ゆ
る
都
市
型
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。一
方
で
Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ

は
、大
き
な
市
場
シ
ェ
ア
を
持
つ
グ
ー
グ
ル

や
ア
マ
ゾ
ン
等
の
メ
ガ
ク
ラ
ウ
ド
事
業
者

Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
市
場
の
状
況

　
企
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
は
じ
め
と
す

る
ク
ラ
ウ
ド
環
境
へ
の
移
行
や
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
分
野
等
の
デ
ジ

タ
ル
化
等
に
よ
っ
て
、
国
内
の
通
信

デ
ー
タ
量
の
急
速
な
増
加
が
予
測
さ

れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
通
信
量
の
急

速
な
増
加
を
処
理
す
る
た
め
に
は

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
必
要
で
あ
り
、国

内
に
お
け
る
Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
市
場
は
２
０

３
０
年
ま
で
に
９
，０
０
０
Ｍ
Ｗ
分
の

成
長
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は
２
０
２
３
年

度
計
画
に
お
い
て
、
主
な
取
組
み
に

「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事
業
の

具
体
化
・
拡
大
」を
掲
げ
て
い
る
。そ
の

背
景
に
は
、Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
事
業
と
関
西
電

力
グ
ル
ー
プ
と
の
親
和
性
が
あ
る
。多

関
西
電
力
グ
ル
ー
プ

と
の
親
和
性

関
西
電
力

サ
イ
ラ
ス
ワ
ン
の
設
立

　
今
回
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
以
下
、

Ｐ
Ｔ
）を
統
括
す
る
経
営
企
画
室 

浜
田
誠
一
郎 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担

当
室
長
に
話
を
伺
っ
た
。

新
た
な
中
核
事
業
の

創
出
へ

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、エ
ネ
ル

ギ
ー
、送
配
電
、情
報
通
信
、生
活
・

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
中

核
事
業
と
位
置
づ
け
て
い
る
。デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、４
つ
の
中
核

事
業
が
重
な
り
合
う
領
域
で
あ
り
、

中
核
事
業
に
匹
敵
す
る
事
業
規
模

に
成
長
さ
せ
る
べ
く
、積
極
果
敢
に

取
り
組
む
。グ
ル
ー
プ
の
強
み
と
、

サ
イ
ラ
ス
ワ
ン
社
の
強
み
を
か
け

合
わ
せ
、急
速
な
成
長
が
見
込
ま
れ

る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
け

る
優
位
性
を
確
保
し
、新
た
な
中
核

事
業
の
創
出
へ
グ
ル
ー
プ
一
丸
と

な
っ
て
挑
む
。

メガクラウド事業者が大容量の
データ処理を行うもので、その膨大
なサーバを設置するためのラック
や電力を提供する

国内HSDC市場は、2030年までに、9,000MW分の成長が見込まれる。
（2020年度：約2,000MW　　 2030年度：約11,000MW相当）

クラウドサービス需要やストリーミング等に対応した高速通信需要が
市場成長を牽引する。

国内通信量（データトラフィック）は、2030年までに、年間成長率27%
の増加が見込まれる。

メガクラウドやIX※2等のアクセスポ
イント接続・データ処理に特化した
設備・サービスを提供する

企業のサーバを保管・貸与し、顧客
に代替してサーバ運用を行う

今回事業化
ハイパースケールデータセンター

（HSDC）
50MW / 件規模※1

コネクティビティデータセンター
15MW / 件規模※1

市場規模 高い市場
成長性

クラウド市場の
成長

国内通信量の
増加

成長要因

エンタープライズデータセンター
5MW / 件規模※1

１
件
当
た
り
の
事
業
規
模

強み
・メガクラウド事業者への営業力
・顧客ニーズに適ったデータセンターの設計・
建設ノウハウ
・高度なオペレーション実績　等

役割
主にＨＳＤＣ事業の顧客獲得、設備の設計・
運用、必要機器の海外調達

強み

役割
主に電力の調達、通信回線の提供、土地の
取得、国内顧客営業支援、建設プロジェクト
管理、必要機器の国内調達

・電力供給ノウハウ
・不動産の取得・開発・運用
・データセンター事業運営ノウハウ
・関西一円光ファイバー網　等

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
、規
模
が
極
め
て
大

き
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
だ
。大
容
量
の
デ
ー

タ
処
理
を
行
う
た
め
に
膨
大
な
サ
ー
バ
を

設
置
す
る
こ
と
か
ら
、多
く
の
ス
ペ
ー
ス
や

電
力
が
必
要
と
な
る
。

数
の
高
性
能
サ
ー
バ
を
常
に
安
定
稼
働

さ
せ
る
た
め
大
量
の
電
気
を
消
費
す
る

ほ
か
、大
容
量
の
デ
ー
タ
通
信
が
可
能

な
通
信
網
が
必
要
で
あ
り
、さ
ら
に
は

規
模
が
大
き
い
が
ゆ
え
に
広
大
な
土
地

が
求
め
ら
れ
る
。関
西
電
力
グ
ル
ー
プ

に
は
、電
力
は
も
ち
ろ
ん
、既
に
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
オ

プ
テ
ー
ジ
や
、関
西
近
郊
の
詳
細
な
土

地
情
報
を
持
つ
関
電
不
動
産
開
発
が
あ

り
、グ
ル
ー
プ
の
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集

約
す
る
こ
と
で
、競
合
企
業
に
対
し
て

優
位
に
Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
。な
お
、一
般
的
に
、デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
事
業
は
大
規
模
電
源
投
資
等

と
比
較
し
て
、投
資
回
収
が
早
い
と
言

わ
れ
て
お
り
、そ
の
点
も
事
業
参
入
の

メ
リ
ッ
ト
と
な
る
。

　
こ
の
優
位
性
を
活
か
し
、５
月
22
日
、

関
西
電
力
は
米
国
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業
参
入

開
発
・
運
用
事
業
者
で
あ
る
Ｃ
ｙ
ｒ
ｕ

ｓ
Ｏ
ｎ
ｅ（
サ
イ
ラ
ス
ワ
ン
）社
と
、新

会
社「
関
西
電
力
サ
イ
ラ
ス
ワ
ン
株
式

会
社
」を
設
立
す
る
と
発
表
し
た
。サ
イ

ラ
ス
ワ
ン
社
は
欧
米
を
中
心
に
50
以
上

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
有
し
、規
模
・
成

長
率
と
も
に
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業
者
だ
。メ
ガ
ク

ラ
ウ
ド
事
業
者
へ
の
営
業
力
や
、施
設

の
設
計
・
建
設
ノ
ウ
ハ
ウ
に
強
み
を
持

つ
サ
イ
ラ
ス
ワ
ン
社
と
の
提
携
に
よ

り
、競
合
他
社
に
対
す
る
優
位
性
の
確

保
を
ね
ら
う
。

　
新
会
社
で
は
Ｈ
Ｓ
Ｄ
Ｃ
の
開
発
・
運

用
事
業
に
今
後
10
年
程
度
で
１
兆
円
以

上
を
投
資
す
る
。デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

規
模
を
表
す
指
標
で
あ
る
総
受
電
容
量

に
つ
い
て
は
、９
０
０
Ｍ
Ｗ
の
事
業
規

模
を
目
指
す
。

　
新
会
社
は
５
月
に
会
社
登
記
を
完
了

し
、今
夏
に
も
本
格
的
に
事
業
活
動
を

開
始
す
る
予
定
だ
。第
１
号
案
件
と
し

て
、既
に
関
西
エ
リ
ア
の
建
設
地
を
確

保
し
て
お
り
、早
期
の
工
事
着
工
に
向

け
て
、準
備
を
進
め
て
い
る
。
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か
ん
で
ん
Ｃ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム

さ
ら
な
る
外
販
拡
大
に
向
け
て

グ
ル
ー
プ
会
社
特
集
第
四
弾

副
業
人
財
を
社
外
か
ら
公
募

多
様
性
と
専
門
性
で
人
財
力
向
上

　
５
月
23
日
、関
西
電
力
は
転
職
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
副
業
・
兼
業
人
財
の
社
外
公
募
を

開
始
し
た
。電
力
会
社
と
し
て
は
初
の
試
み
で
あ
り
、社
内
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
ア

イ
デ
ア
や
ス
キ
ル
の
獲
得
を
目
指
す
。今
回
の
新
た
な
施
策
に
加
え
、採
用
や
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
の
多
様
化
等
、新
し
い
価
値
・
サ
ー
ビ
ス
創
出
を
加
速
す
べ
く
人
財
力
向
上
へ
の
取

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
今
回
の
副
業
・
兼
業
人
財
の
社
外
公
募

は
、働
き
方
の
多
様
化
が
進
展
し
、労
働
市

場
に
副
業
人
財
が
拡
大
し
て
い
る
中
で
、

社
内
に
無
い
専
門
性
・
経
験
の
獲
得
を
狙

い
と
し
て
い
る
。従
業
員
の
副
業
は
、こ
れ

ま
で
も
、法
令
違
反
も
し
く
は
会
社
の
体

裁
を
傷
つ
け
る
虞
が
な
い
こ
と
、競
業
避

止
義
務
に
抵
触
す
る
虞
が
な
い
こ
と
、雇

用
契
約
を
締
結
し
た
労
働
で
な
い
こ
と

等
の
一
定
の
条
件
の
下
で
認
め
て
い
る

が
、社
外
か
ら
人
財
を
募
る
の
は
初
の
試

み
だ
。今
回
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
や

次
世
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

る
Ｗ
ｅ
ｂ
３
へ
の
取
組
み
等
、最
新
テ
ク

　
創
立
20
周
年
を
迎
え
た「
か
ん
で
ん
Ｃ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」。同
社
は
外
販
事
業
拡
大
に

注
力
し
て
お
り
、昨
年
度
は
同
事
業
に
お
い
て
前
年
度
の
２
倍
以
上
の
売
上
を
あ
げ

た
。同
社
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

副
業
人
財
の
社
外
公
募

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
の
総
合
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
企
業
で
あ
る
か
ん
で
ん
Ｃ
Ｓ

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、２
０
０
３
年
５
月
に

設
立
さ
れ
て
以
降
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

業
務
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ン
タ
ク
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業

で
成
長
し
て
き
た
。

　
売
上
高
は
、２
０
１
７
年
度
以
降
、６

か
ん
で
ん
Ｃ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
は

　
同
社
の
売
上
の
９
割
以
上
を
占
め
る

の
が
、
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

だ
。お
客
さ
ま
と
企
業
の
重
要
な
接
点

を
担
っ
て
お
り
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
委
託
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

　
２
０
２
３
年
度
は
、ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

や
Ａ
Ｉ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
今
後
の
強
み
と
す
べ
く

重
点
的
に
取
り
組
み
、さ
ら
な
る
外
販
の

拡
大
を
図
る
。ま
た
、業
務
の
拡
大
に
伴

い
人
材
の
早
期
育
成
や
採
用
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、教
育
体
制
の
見
直
し
や
採

用
手
法
の
多
様
化
に
も
注
力
し
て
い
く
。

拡
大
す
る

自
社
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

　
今
回
の
副
業
施
策
に
留
ま
ら
ず
、採
用

や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
多
様
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。採
用
面
で
は
、

２
０
２
２
年
度
採
用
計
画
か

ら
、事
務
系
・
技
術
系
の
枠
を

超
え
て
新
事
業
・
サ
ー
ビ
ス

の
創
出
を
さ
ら
に
加
速
し
て

い
く
た
め
、従
来
の
採
用
枠

に
加
え
て
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
造

コ
ー
ス
を
新
設
し
た
。中
長

期
的
に
新
事
業
領
域
で
活
躍

す
る
人
財
で
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
、入
社
当
初
か
ら
当
該

部
門
に
配
属
す
る
。

　
ま
た
、キ
ャ
リ
ア
採
用
に

お
い
て
、会
社
が
求
め
る
ス

キ
ル
を
持
つ
人
財
を
従
業
員

か
ら
紹
介
し
て
も
ら
う「
リ

フ
ァ
ラ
ル
採
用
」 

を
２
０
２
２

年
度
か
ら
本
格
導
入
す
る

等
、手
法
の
多
様
化
も
図
り
、

同
年
度
内
に
は
前
年
度
計
画

比
で
倍
増
と
な
る
70
名
を
採

用
し
た
。

採
用
の
多
様
化

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
多
様
化

募集方法

契約形態

契約期間

勤務時間

勤務地

報酬

転職サイト「ビズリーチ」にて公募

業務委託契約

原則3ヶ月間

週1日程度を想定（月40時間程度を想定）

原則リモートワーク（必要に応じて出社）

月額150,000円（固定、交通費等は別支給）

恒常的

キャリア採用
高度専門人財
［業務委託］

デュアルワーク
［社内副業］

公募式短期駐在研修
［上位機関駐在］

副業・兼業人財
［業務委託］

（新規）
新ビジネス

創造コース（新卒）

キャリアチャレンジ
［公募型キャリア選択］

社
外

人
財
リ
ソ
ー
ス

社
内

部
門
間

部
門
内

一時的

・「ゲキダンイイノ合同会社」不動産マーケター（1名）
・エナレッジを活用したオープンイノベーション・プロデューサー（1名）
・環境負荷低減に配慮した「完全閉鎖循環式」陸上養殖事業のPRマネージャー（1名）
・「Web3を用いた分散型プラットフォーム構想」における事業化支援アドバイザリー（１名）
・「地域密着型の商業活性化・にぎわい創出」に向けた戦略立案ディレクター（２名）

募集職種

　
個
々
人
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て

も
、現
在
進
め
て
い
る
社
内
公
募
型
の

仕
組
み
も
功
を
奏
し
、
自
律
性
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。

　「
キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
」で

は
、国
際
事
業
や
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
、水

素
事
業
で
の
挑
戦
や
、デ
ー
タ
分
析
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
を
目
指
す
従
業
員
に
、当
該
領
域
で

の
活
躍
に
必
要
な
能
力
の
獲
得
・
伸
長

を
促
す
べ
く
、異
動
配
置
や
教
育
・
研

修
等
の
中
長
期
的
な
育
成
機
会
を
付
与

し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
に
１
２
３
名
が

自
ら
希
望
す
る
領
域
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

進
め
て
い
る
。

　「
デ
ュ
ア
ル
ワ
ー
ク
」と
呼
ば
れ
る

社
内
副
業
制
度
で
は
、
本
来
業
務
で

培
っ
た
専
門
性
等
を
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
で
発
揮
す
る
と
と
も
に
、他
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
多
様
な
経
験
や
刺
激

を
相
互
の
業
務
に
還
元
す
る
こ
と
で
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。す
で
に

１
０
２
名
が
自
身
の
約
２
割
の
就
業
時

間
を
活
用
し
て
、本
来
業
務
と
は
別
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
し
て
い
る
。

　
ま
た
、キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度

や
デ
ュ
ア
ル
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
他
部

門
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
だ
け
で

■多様性と専門性確保に向けた人財施策

■青森センター内

■副業・兼業人財の公募概要

小
菅 

慎
二
さ
ん

　
青
森
セ
ン
タ
ー

の
責
任
者
と
し
て

運
営
業
務
全
般
を

担
っ
て
い
ま
す
。

青
森
は
当
社
が
初

め
て
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
地
域
で

あ
り
、特
に
採
用
活
動
に
つ
い
て
は
、

エ
リ
ア
特
有
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
が
な
い

う
え
に
、関
西
に
比
べ
る
と
知
名
度

も
低
い
た
め
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。職
場
の

雰
囲
気
は
清
潔
で
明
る
く
、従
業
員

同
士
の
交
流
も
あ
り
和
気
藹
々
と
し

て
い
ま
す
。今
後
は
、か
ん
で
ん
Ｃ
Ｓ

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
青
森
の
地
に
し
っ
か

り
と
根
付
け
る
よ
う
に
、従
業
員
だ

け
で
な
く
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

る
。拠
点
数
は
20
以
上
に
な
る
。こ
れ

ま
で
は
、各
顧
客
企
業
等
の
拠
点
に
設

置
す
る
オ
ン
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
内
販
事
業
を
展
開
し
て
き
た
が
、外

販
事
業
拡
大
に
力
を
入
れ
始
め
て
以

降
、着
実
に
案
件
を
獲
得
し
て
お
り
、

様
々
な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
、同
社
が
自
社
保
有
す
る
コ
ン

タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
進
め
て
い

る
。自
社
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

大
阪
市
内
に
３
カ
所
、福
岡
市
内
に
２

カ
所
あ
り
、加
え
て
今
年
４
月
に
新
た

に
開
設
し
た
の
が
青
森
市
の「
青
森
セ

ン
タ
ー
」だ
。同
セ
ン
タ
ー
で
は
、電
気

や
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
顧
客
情
報

の
登
録
業
務
等
を
担
っ
て
い
る
。地
元

の
青
森
県
か
ら
は
約
80
人
の
雇
用
を
予

定
し
て
お
り
、１
月
26
日
に
行
わ
れ
た

調
印
式
で
藤
友
社
長
は「
地
域
に
親
し

ま
れ
る
セ
ン
タ
ー
、地
域
に
親
し
ま
れ

る
か
ん
で
ん
Ｃ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
る

べ
く
、こ
れ
か
ら
一
歩
ず
つ
進
ん
で
ま

い
り
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

現
在
、採
用
活
動
や
従
業
員
の
育
成
に

注
力
し
な
が
ら
、一
部
の
業
務
を
先
行

し
て
実
施
し
て
お
り
、７
月
に
は
予
定

さ
れ
て
い
た
全
業
務
が
運
開
す
る
。

　
ま
た
、同
社
は
企
業

か
ら
お
客
さ
ま
に
電

話
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

（
発
信
業
務
）
の
受
注

に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、２
０
２
１
年
に
は

「
心
斎
橋
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
セ
ン
タ
ー
」を
開

設
し
た
。同
セ
ン
タ
ー

で
は
、企
業
向
け
の
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
、セ
ミ

ナ
ー
提
案
や
ア
ポ
イ

ン
ト
獲
得
の
業
務
や

自
治
体
の
発
信
業
務

等
を
実
施
し
て
い
る
。

オ
ペレ
ー
シ
ョ
ン
部

オ
ペレ
ー
シ
ョ
ン
統
括
グ
ル
ー
プ

福
岡
中
洲
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
駐
在
）

オ
ペレ
ー
シ
ョ
ン
部

オ
ペレ
ー
シ
ョ
ン
統
括
グ
ル
ー
プ 

青
森
セ
ン
タ
ー

松
本 

里
美
さ
ん

　
健
康
食
品
の
通

信
販
売
を
行
っ
て

い
る
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
か
ら
業
務
委
託

い
た
だ
い
て
い
る

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
、業
務
責
任
者

を
し
て
い
ま
す
。解
約
希
望
の
お
客

さ
ま
に
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

勧
め
す
る
コ
ン
サ
ル
で
は
、時
に
は

お
客
さ
ま
か
ら
冷
た
い
反
応
が
返
っ

て
く
る
こ
と
も
あ
り
、日
々
ど
の
よ

う
に
伝
え
れ
ば
良
い
の
か
、管
理
者

と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
一
丸
と
な
り
考
え

て
い
ま
す
。今
後
も
お
客
さ
ま
と
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
ご
縁
を
繋
ぐ
た
め
、

お
客
さ
ま
に
寄
り
添
い
続
け
、品
質

が
良
く
、コ
ン
サ
ル
力
も
高
い
と
言

わ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
新
事
業
領
域
に
関

わ
る
副
業
・
兼
業
人
財
を
公
募
す
る
。関
西

電
力
の
事
業
基
盤
と
、副
業
・
兼
業
人
財
の

知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と

で
、従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
た
な
価
値
の
創
発
を
目
指
す
。

従
業
員
に
と
っ
て
も
、副
業
人
財
と
の
異

業
種
交
流
は
新
た
な
刺
激
や
気
づ
き
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、

社
内
の
人
財
力
向
上
も
期
待
で
き
る
。

な
く
、自
部
門
の
上
位
機
関
へ
の
駐
在

に
よ
る
研
修
「
公
募
式
短
期
駐
在
研

修
」も
２
０
２
１
年
度
か
ら
導
入
さ
れ

て
い
る
。主
に
第
一
線
職
場
の
従
業
員

が
本
店
組
織
に
最
大
半
年
程
度
駐
在

し
、多
様
な
経
験
を
積
む
仕
組
み
だ
。

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
２８
名
が
、第
一

線
職
場
で
の
経
験
や
知
見
を
活
か
し

な
が
ら
本
店
等
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
る
。

　
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
る

「K
anden Transform

ation

」

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
持
っ
た
人
財
の
活
躍

が
不
可
欠
だ
。
従
来
の
新
卒

採
用
に
留
ま
ら
ず
、
キ
ャ
リ

ア
採
用
や
今
回
の
副
業
・
兼

業
人
財
募
集
等
、
社
内
外
を

問
わ
ず
人
財
リ
ソ
ー
ス
を
活

用
し
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に

と
ら
わ
れ
な
い
発
想
で
新
た

な
事
業
領
域
に
挑
戦
し
て
い

く
。

年
連
続
１
０
０
億
円
を
超
え
て
い
る
。

２
０
２
１
年
に
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
中

期
経
営
計
画
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
に
よ
る
事
業
環
境
変
化
を
踏

ま
え
て
策
定
し
た
中
期
経
営
計
画
の
も

と
、２
０
２
２
年
度
は
売
上
１
２
７
億

円
の
実
績
を
あ
げ
た
。電
力
や
通
信
業

界
に
と
ど
ま
ら
ず
、通
信
販
売
業
界
、自

治
体
等
幅
広
い
業
界
か
ら
業
務
を
受
注

し
、外
販
事
業
で
は
２
０
２
１
年
度
の

２
倍
以
上
の
売
上
を
あ
げ
た
。
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一
般
送
配
電
事
業
者（
以
下
、一
送
）が
太
陽
光
や
風
力
発
電
事
業
者
に
、発
電
出
力

を
抑
え
る
よ
う
指
示
す
る「
出
力
制
御
」を
行
う
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。２
０
１

８
年
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー(

以
下
、再
エ
ネ)

の
発
電
割
合
が
高
い
九
州
エ
リ
ア

で
実
施
さ
れ
た
後
、需
要
規
模
の
小
さ
い
各
エ
リ
ア
で
相
次
ぎ
、６
月
４
日
に
は
関
西

エ
リ
ア
で
も
初
の
再
エ
ネ
出
力
制
御
が
実
施
さ
れ
た
。今
後
、さ
ら
に
再
エ
ネ
の
導
入

拡
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、再
エ
ネ
出
力
制
御
へ
の
備
え
は
不
可
欠
だ
。そ
も
そ
も
再
エ

ネ
出
力
制
御
と
は
何
か
、出
力
制
御
に
備
え
る
関
西
電
力
送
配
電
の
取
組
み
を
紹
介

す
る
。

　
電
気
の
安
定
供
給
に
は
、
使
用
量

（
需
要
）と
発
電
量（
供
給
）を
一
致
さ

せ
、周
波
数
を
一
定
に
保
つ
必
要
が
あ

る
。そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、最

悪
の
場
合
大
停
電
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
た
め
、一
送
が
電
気
の
需
要

と
供
給
を
調
整
し
、常
に
バ
ラ
ン
ス
を

一
致
さ
せ
て
い
る
。通
常
、随
時
出
力

調
整
が
可
能
な
火
力
・
揚
水
発
電
等
を

用
い
て
需
給
調
整
し
て
い
る
が
、こ
れ

ら
の
調
整
電
源
を
最
大
限
活
用
し
て
も

供
給
が
需
要
を
上
回
る
場
合
に
行
う
の

が「
再
エ
ネ
出
力
制
御
」だ
。出
力
制
御

は
、軽
負
荷
期
と
い
わ
れ
る
、冷
暖
房

利
用
が
減
少
し
電
力
需
要
が
低
下
す
る

春
や
秋
の
時
期
を
中
心
に
実
施
さ
れ

る
。 「

再
エ
ネ
出
力
制
御
」と
は

　
５
月
17
日
、関
西
電
力
は
、合
同
会
社
Ｋ
４ 

Ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
を
通
じ
て
、次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
核
融
合（
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
）技
術
に
取
り
組
む
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
、京
都
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社（
以
下
、Ｋ
Ｆ
社
）に
出
資
し
た
こ
と

を
発
表
し
た
。Ｋ
Ｆ
社
は
、核
融
合
反
応
で
生
ま
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
お
よ
び
水
素
へ
の

変
換
や
、核
融
合
プ
ラ
ン
ト
の
開
発
に
お
い
て
、世
界
最
先
端
の
技
術
力
を
有
し
て
い
る
。関
西

電
力
は
、今
回
の
出
資
を
通
じ
て
、フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
確
立
の
可
能
性
や
将

来
の
実
用
化
の
可
能
性
検
討
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、水
素
の

よ
う
な
軽
い
原
子
核
同
士
が
融
合
し
、別
の

よ
り
重
い
原
子
核
が
で
き
る
反
応（
核
融
合

反
応
）か
ら
得
ら
れ
る
。燃
料
と
な
る
重
水

素
は
海
水
中
か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
た
め
資
源
が
豊
富
で
あ
り
、加
え
て
Ｃ
Ｏ

２
も
排
出
し
な
い
こ
と
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
と
環
境
問
題
を
同
時
に
解
決
す
る
、次

世
代
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。原
子
力
発
電
と
は
異

な
る
仕
組
み
で
、高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

が
発
生
し
な
い
こ
と
も
、注
目
さ
れ
る
要
因

の
１
つ
だ
。

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
は

　
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
期
待

が
高
ま
る
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

が
、核
融
合
反
応
を
起
こ
す
た
め
の
超
高

温
・
高
密
度
と
い
う
特
殊
な
環
境
を
長
時
間

維
持
す
る
技
術
が
難
し
く
、技
術
開
発
に
は

実
験
段
階
か
ら
莫
大
な
予
算
が
か
か
る
。ま

た
、利
用
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
変
換
技

術
の
開
発
も
急
務
で
あ
り
、世
界
中
で
技
術

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
段
階
だ
。

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
も
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
仏
国
で
の
国
際
熱
核
融
合
実
験

炉（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）計
画
に
参
画
し
、２
０
３
５

年
の
核
融
合
運
転
に
向
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

加
速
す
る
技
術
開
発

関
西
電
力
送
配
電
の

対
応

　
九
州
・
東
北
エ
リ
ア
は
再
エ
ネ
の
活
用

に
適
し
た
地
域
特
性
上
、太
陽
光
・
風
力

発
電
の
導
入
拡
大
が
他
エ
リ
ア
よ
り
進

ん
で
い
る
た
め
、早
く
に
出
力
制
御
の
実

施
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。一
方
、関

西
エ
リ
ア
は
他
エ
リ
ア
と
比
較
す
る
と
、

再
エ
ネ
発
電
量
に
比
べ
て
エ
リ
ア
内
の

需
要
規
模
が
大
き
い
こ
と
や
、揚
水
発
電

の
設
備
容
量
が
大
き
い
等
の
特
徴
が
あ

る
。そ
の
た
め
、再
エ
ネ
出
力
制
御
の
実

施
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、再
エ
ネ

発
電
量
が
増
加
し
た
た
め
、６
月
４
日
に

関
西
エ
リ
ア
で
も
初
の
出
力
制
御
が
実

施
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
、出
力
制
御
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
エ
リ
ア
は
、東
京
エ

リ
ア
の
み
と
な
っ
た
。

各
エ
リ
ア
の
状
況

関
西
初
の
再
エ
ネ
出
力
制
御

加
速
す
る
核
融
合
技
術
開
発

■優先給電ルールに基づく出力制御のフロー

■電力需給のイメージ　　出典：経済産業省　資源エネルギー庁HP

■核融合反応と核分裂反応の違い

■フュージョンエネルギーの特徴

■実用化までの流れ

出典：内閣府　統合イノベーション戦略推進会議　フュージョンエネルギー・イノベーション戦略（2023.4.14）

一送から電力広域的運営推進機関への要請
（要請を踏まえ、広域機関が一送に下げ代不足に対する融通指示）

〈6月3日※ 国内初の融通指示〉

水力・原子力発電等の出力制御
（出力調整が技術的に困難なもの）

火力発電の抑制・揚水発電の活用等

軽い原子核
（例）重水素

粒子
（例）中性子

より重い原子核
（例）ヘリウム

軽い原子核
（例）三重水素
（リチウムから生成）

（海水中に存在） 軽い原子核同士がぶつかって、融合し、
別の原子核に変わる「核融合」のときに
放出されるエネルギーを活用

燃料であるウランの原子核が
分裂する「核分裂」のときに放出
されるエネルギーを活用

①カーボンニュートラル ：発電の過程において二酸化炭素を発生しない
②豊富な燃料：燃料は海水中に豊富に存在し、ほぼ無尽蔵に生成可能な上に、少量の燃料から
 膨大なエネルギーを発生させることが可能
③固有の安全性：燃料の供給や電源を停止することにより反応が停止
④環境保全性：発生する放射性廃棄物は低レベルのみであり、従来技術による処分が可能

科学的実現性

科学的・技術的
実現性

国際熱核融合実験炉（ITER）計画等
※2035年に本格的な核融合運転開始予定

原型炉実証
※2050年見込み
　●原型炉の早期実現に向け、研究開発を加速
　●スタートアップ企業の開発動向等により
　　更なる前倒しの可能性有

現在

技術的実証・
経済的実現性

実用段階

発
電
出
力

朝 昼 夜

地域間連系線を用いたエリア外への送電

　
初
の
出
力
制
御
が
実
施
さ

れ
た
６
月
４
日
は
、休
日
の
た

め
工
場
等
の
稼
働
が
少
な
く

な
り
、需
要
が
下
が
る
と
見
込

ま
れ
た
。一
方
で
、好
天
の
た

め
太
陽
光
発
電
の
出
力
が
増

加
し
、優
先
給
電
ル
ー
ル
に
基

づ
い
て
対
応
し
た
と
し
て
も
、

一
部
の
時
間
帯（
９
時
〜
13
時

半
）で
供
給
が
需
要
を
上
回
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。こ
の
た

め
、関
西
電
力
送
配
電
は
設
備

容
量
５
０
０
ｋ
Ｗ
以
上
か
つ

特
別
高
圧
の
発
電
設
備
を
持

つ
太
陽
光
・
風
力
発
電
事
業
者
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を
進
め
て
い
る
。実
験
炉
で
の
実
証
が
終
わ

れ
ば
、そ
の
成
果
に
基
づ
き
建
設
さ
れ
る
原

型
炉
で
の
実
証
が
控
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、海
外
に
お
け
る
民

間
投
資
が
急
増
し
、２
０
３
０
年
代
に
核
融

合
発
電
を
目
指
す
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

も
出
て
き
て
い
る
。米
国
や
英
国
で
は
官
民

協
業
で
２
０
４
０
年
前
後
の
商
用
化
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、日
本
も
、２
０

２
３
年
４
月
に
、フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
国
家
戦
略
を
策
定
し
た
。

「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
業
化
」

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、原
型
炉
の
早
期
実
現
を

掲
げ
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
含
む
民
間
企
業

に
お
け
る
研
究
開
発
支
援
の
強
化
等
の
、

様
々
な
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。

　
今
後
の
更
な
る
技
術
革
新
に
よ
り
、有
望

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、関
西
電
力
は
今
後
も
関
連
団
体

へ
の
参
加
や
、有
望
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
と
の
関
係
構
築
を
通
じ
て
、フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
確
立
の
可
能
性
や

将
来
の
実
用
化
、ひ
い
て
は
商
用
化
の
見
通

し
等
に
つ
い
て
、積
極
的
な
情
報
収
集
等
を

行
っ
て
い
く
。

フュージョンエネルギー：核融合反応のイメージ

原子力発電：核分裂反応のイメージ

フュージョンエネルギーの特徴

核融合反応
（プラズマ）

核分裂
反応

ウラン235
中性子

（原子核）

燃料（重水素・三重水素）1gから発
生するエネルギーは、石油8tの燃
料エネルギーに相当

燃料（ウラン235）1gから発生
するエネルギーは、石油1.8t
の燃焼エネルギーに相当

に
対
し
て
出
力
制
御
の
指
示
を
行
っ

た
。

　
今
回
は
、
前
日
の
夕
方
に
電
話
や

メ
ー
ル
で
出
力
制
御
の
指
令
を
行
い
、

発
電
事
業
者
が
停
止
操
作
を
行
う「
オ

フ
ラ
イ
ン
制
御
」が
行
わ
れ
た
。な
お
、

関
西
電
力
送
配
電
か
ら
直
接
停
止
操
作

を
行
い
、当
日
の
需
給
予
測
に
応
じ
た

柔
軟
な
調
整
や
、必
要
な
時
間
帯
の
み

を
制
御
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る「
オ

ン
ラ
イ
ン
制
御
」の
実
施
に
向
け
て
、本

年
10
月
を
目
途
に
シ
ス
テ
ム
構
築
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
再
エ
ネ
導
入
拡
大
に
は
出
力
制
御
の

準
備
を
整
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、そ

も
そ
も
出
力
制
御
を
低
減
さ
せ
る
取
組

み
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。国
大
の
動
き

と
し
て
も
、経
済
産
業
省
は
出
力
制
御

の
低
減
に
向
け
て
、火
力
発
電
の
最
低

出
力
を
従
来
の
50
％
以
下
か
ら
30
％
以

下
に
抑
え
る
よ
う
要
請
す
る
方
向
性
を

示
し
た
。関
西
電
力
送
配
電
も
系
統
設

備
の
運
用
容
量
拡
大
等
を
行
い
、出
力

制
御
の
低
減
を
目
指
し
て
い
る
。

　
今
後
も
電
力
の
安
定
供
給
に
万
全
を

期
し
、一
連
の
取
組
み
を
通
し
て
、再
エ

ネ
発
電
設
備
の
導
入
拡
大
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
再
エ
ネ
出
力
制
御
は
よ
り
多
く
の
再

エ
ネ
導
入
を
図
る
た
め
の
制
度
で
も
あ

る
。仮
に
出
力
制
御
を
実
施
し
な
い
場

合
、需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
に
よ
る
停

電
等
を
防
ぐ
た
め
、軽
負
荷
期
の
需
要

を
超
え
な
い
よ
う
に
太
陽
光
接
続
可
能

量
の
上
限
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
。電

力
需
要
が
上
昇
す
る
夏
で
あ
っ
て
も
、

太
陽
光
接
続
可
能
量
の
上
限
が
決
ま
っ

て
い
る
た
め
、接
続
量
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。一
方
、軽
負
荷
期
を

中
心
に
出
力
制
御
を
実
施
す
る
こ
と

で
、よ
り
多
く
の
太
陽
光
接
続
が
可
能

と
な
る
。

　
出
力
制
御
に
至
る
に
は
、国
に
よ
っ

て
手
順（
優
先
給
電
ル
ー
ル
）が
定
め
ら

れ
て
い
る
。ま
ず
、一
送
に
よ
り
火
力
発

電
を
抑
制
し
、あ
わ
せ
て
供
給
の
余
剰

電
力
を
消
費
し
て
水
を
汲
み
上
げ
る
揚

水
発
電
を
活
用
す
る
。続
い
て
地
域
間

連
系
線
を
用
い
て
エ
リ
ア
外
へ
の
送
電

太陽光が需要以上に発電して電力が
余っているため出力制御により抑制電力需要

火力発電の制御
太陽光発電

を
行
う
が
、そ
れ
で
も
供
給
が
需
要
を

上
回
る
場
合
、再
エ
ネ
電
源
の
出
力
制

御
を
実
施
す
る
。再
エ
ネ
電
源
の
出
力

制
御
に
も
順
番
が
あ
り
、ま
ず
は
バ
イ

オ
マ
ス
電
源
の
出
力
を
制
御
す
る
が
、

そ
れ
で
も
な
お
供
給
が
需
要
を
上
回
る

場
合
、太
陽
光
や
風
力
の
出
力
制
御
を

行
う
。

火力発電の焚き増し 火力発電の焚き増し
火力発電（LNG・石油等）

※本来のフローでは再エネ出力制御を実施したのちに本要請を行う。しかし6月3日の場合、前日段階の
想定では供給過多になる想定をしておらず、再エネ出力制御の指示をしていなかった。そのため出力制
御を実施すること無く、本要請が行われた。

ベースロード電源（原子力発電・水力発電等）

陽子 中性子
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関西電力の火力部門では、２０３０年以降の火力発電所における運用と保守（O&M）
業務の「新しい働き方」の実現に向けて、今年２月に「ＢＶＣ２０３０」プロジェクトを
始動しました。ビジョンおよびロードマップを策定し、火力部門の誰もが変革を「自分
ごと化」して捉えるようにすることを目的に、火力O&Mを支えている本店、発電所、
関電プラント、関電パワーテック、堺LNGの従業員が一体となって検討を進めています。

関西電力グループは、中期経営計画で掲げたKX(Kanden Transformation)の
実現に向けて、一丸となってイノベーションを推進しています。今回は、今年５月に
阪急うめだ本店への出店を開始したTRAPOL合同会社に潜入取材しました！

●
よ
く
な
い
こ
と（
独
占
禁
止
法
違

反
）も
あ
っ
た
が
、い
い
こ
と（
新
入

社
員
の
記
事
）、あ
た
り
ま
え
に
続

け
て
い
る
こ
と（
エ
リ
ア
最
前
線
）が

あ
り
、各
持
ち
場
で
仲
間
が
キ
チ
ン

と
仕
事
を
し
て
い
る
な
と
感
じ
ま

し
た
。

●
新
入
社
員
を
ガ
ッ
カ
リ
さ
せ
な
い

職
場
環
境
を
目
指
し
た
い
と
感
じ

た
。

●
水
力
発
電
建
設
・
保
守
メ
ン
テ
に

大
変
ご
苦
労
し
て
い
る
点
に
つ
い
て

は
、感
銘
し
か
無
い
。同
じ
関
電
社

員
で
も
携
わ
っ
て
い
る
業
務
は
違
い

ま
す
が
、こ
の
様
な
ご
苦
労
に
つ
い

て
、電
気
契
約
を
し
て
頂
い
て
い
る

お
客
さ
ま
に
伝
え
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

●
１
面
の
独
占
禁
止
法
違
反
行
為

の
記
事
は
決
し
て
明
る
い
記
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、そ
の
後
に
新
入

社
員
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
記
事
を
読
む

こ
と
が
で
き
明
る
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
と

し
て
前
進
し
た
い
で
す
ね
。

【
関
電
新
聞N

o.1073

】

１
面
：
信
頼
回
復
に
強
い
覚
悟
を

持
っ
て

２
面：エ
コ
で
ス
マ
ー
ト
な
変
電
所
へ

３
面
：
２
０
２
３
年
度
新
入
社
員
の

○
○
教
え
て
く
だ
さ
い
！

４
面
：エ
リ
ア
最
前
線(W

hat's

「
水

力
発
電
の
軌
跡
〜
変
わ
ら
ぬ

使
命
への
挑
戦
〜)

TRAPOL合同会社とは、関西電力グループの「起業チャレンジ制度」を活用し、イノベーション
ラボから事業化した初めての会社。2019年10月に設立され、現地の方との交流を通して「現
地の暮らしに溶け込む旅」を提供する、個人向けの旅行サービスを行っています。

午前

午後

全４回のワークショップでは、O&Mビジョン、目指したい業務像および施策案について議論を重ねてきました。今回は、6月１日に実施された最終回の様子をご紹介します！

関
電
新
聞N

o.1
0
7
3

に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
の

ご
紹
介

これから現場の方を巻き込んでいく上で、どう表現すれば思
いが伝わり、相手に響くのか、相手の視点に立って考えるとこ
ろが大変でした。納得してもらうためには、現状の業務との距
離を正確に理解した上で案に落とし込む必要があると思いま
す。今日一日で具体性はかなり高まったと感じているので、今後は現場との調整役
を担い、実現可能性のある方法で進めつつ、ビジョンを形にしていきたいです。

エリア最前線
～グループ一体で火力の未来を考えるプロジェクト～

新サービス「余白力発電所」を実店舗で展開

TRAPOLは、5月3日から、オリ
ジナル体験ツアー「贅沢旅の再提
案 余白力発電所」の販売を開始
しました。「余白力発電所」は、地
域の日常に眠る隠れた“贅沢”を
体験する新サービスです。

初の出店先は、阪急うめだ本店8Fのトラベル売り場。
店内には、ここでしか出会えない全国各地の魅力的な
体験プランが並んでいます。そんな中、特に目を引くのは、
店舗内に設置されたテレプレゼンシステム「窓」。旅先
と店舗を接続し、現地の余白案内人とリアルタイムに
コミュニケ―ションをとることができます。

最近は計画をしっかり立てて、それをこなす旅行にしがち
です。でも予定通りの旅だと想像以上の感動はなくて。何
なら計画している時が一番楽しい場合もあります。余白
力発電所は、旅に余白を設けて、未知の感動や人との出
会いを楽しんでもらいたい、そういう思いをコンセプトに
しました。その日の環境や気分、周りの状況次第でするこ
とが変わるのは素敵な旅だと思っています。今後は、これ
まで関係を築いてきた日本国内の地域をより盛り上げつ
つ、海外でもこの取組みを進めていきたいです。

長崎県・五島列島の余白案内人 羽舞 咲（はぶ えみ）
さんと「窓」を使用してお話ししました。2021年に東京
から五島へ移住した羽舞さん。現地で暮らす内に五島で
の“豊かな日常”を知り、「余白案内人」として自然や美食
を案内する活動を始めました。「窓」では、まるで羽舞さんが目の前にいるような感覚で会話ができます。真っ青
な海が広がるビーチや、現地の食材を使用したフレンチ料理等、五島の多くの見どころをお聞きしました。

「窓」を介したコミュニケーションを体験！

余白力発電所は、これまでにない旅
行体験と出会うことができる空間で
した。次はどのような新しい「あたり
まえ」が生まれるのか、イノベーショ
ンの取組みから目が離せません！

ワークショップ開始前に、今回の意気込みをお伺いしました！

ワークショップの実施後、感想をお聞きしました！

楽しそうに魅力を語る羽舞さんと
お会いして、今すぐ五島に行きたい！
と感じました。

余白力発電所の実店舗ってどんなところ？

TRAPOL合同会社代表の森脇 健吾さんにインタビュー

「余白力発電所」３つの特徴

▲ TRAPOL合同会社
　 代表 森脇 健吾さん

▲ ワークショップの様子 ▲ ワークショップ後の集合写真

2

3

まずは、
おはなしを。

余白時間が、
本質の
贅沢時間。

現地の案内人が地域のディープなスポットを
紹介。旅行前から案内人との交流が始まり、日程
や当日の予定は直接相談して決めていきます。

集合後すぐには出発せず、案内人の「いつもの
ご飯」を味わいながら、街の歴史や案内人の
思い出についてお話しします。

旅行前に決めた予定は、あえて時間が余るよう
に設計されます。この「余白の時間」では、その
時の地域の出会いやそこでしかできない体験
を堪能することができます。

1 地域と繋げる
「余白案内人」

▲羽舞 咲さん

余白力発電所とは

！拡大するイノベーションの現場に潜入取材

火力事業本部 火力運営部門 保全グループ 成瀬 里樹さん

この取組みは元々、既成概念にとらわれず議論し、テクノロジーを活用した「新しい
働き方」を実現していく、というところから始まっています。これまでで「あるべき姿」
を考えて、今日はその実現に向け具体的に議論していきます。関係会社のメンバー
が少なく最初は不安でしたが、フラットに議論できるので助かっています。今日も、
関係会社としての視点も踏まえつつ、意見が出せたらと思います。

第３回までに検討した「２０３０年以降に目指す業務像」について、全員で認識のすり合わせを行いました。
「各業務像をいつまでに達成するのか」とゴール設定について改めて認識を合わせる場面も。理解が曖昧
な点は全員が同じ認識を持つまで時間をかけて議論しました。

「業務像を達成する上での障壁/弊害とその乗り越え方」について、グループ討議の後、全体で議論
しました。時間内に収まらないほど、議論は白熱。全体討議では質疑応答が行われ、誰にでも納得
してもらえる内容かという点を意識して徹底的に議論されました。
ワークショップの最後には、「ビジョン・ビジョンステートメントの更新」に取り組みました。各グループ
１つずつ案を出し、全体で議論して選定。「目指す業務像」に結びつき、思いが伝わるかどうか、それぞれ
の意見を交わし合いました。

関電プラント株式会社　プラント運営部　人材開発グループ　拝野 英登さん

本プロジェクトは、６月２２日に最終報告会を迎えます。最終報告会はゴールではなく、出発点。火力の未来を照らすプロジェクトは、ここから実行フェーズへ移っていきます。

ご感想・ご意見の送付先
kepcoportal@d4.kepco.co. jp

今回の関電新聞の感想も
お待ちしています! !




